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研究成果概要 
Telescope Array（TA）実験は、超高エネルギー宇宙線の起源、伝播、エネルギー限界

を解明するため米国ユタ州の約 700 km2の領域に地表検出器（SD）アレイと合計 38台
の大気蛍光望遠鏡（FD）からなるハイブリッド観測装置を設置し、2008 年以来ハイブ
リッド観測を継続している。さらに TA実験の有効面積を 4倍に拡張する TA×4計画を
スタートし、2018年には約 1,700 km2まで拡張してハイブリッド観測を開始した。 



 2024年度には、FD反射鏡の清掃・反射率測定、SD検出器の修理を行い、TA-SD, TA-
FD, TALE-SD, TALE-FD, TALE infill SDアレイという５種の検出器の安定運用を実施

した。SDアレイ、FD 望遠鏡ともに日本からも遠隔運用を行なっている。 
データ解析も継続し、UHECR2024（アルゼンチン）、日本物理学会などの研究集会で成

果発表した。2024年度までに観測されているエネルギースペクトル・質量組成のほか、

「Hotspot」、「ペルセウス座・うお座超銀河団方向への 1019.4 eV以上のイベントの集中」

などについてのアップデートを報告したほか、観測史上２番目のエネルギーを持つ宇宙

線イベント「アマテラス粒子」の検出（図１）[1]、最高エネルギー領域の宇宙線の到来

方向分布から示唆される宇宙線原子核組成の推定（図２）[2][3]などを報告した。 
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図１：左：アマテラス粒子のイベントディスプレイ、右：

アマテラス粒子の到来方向分布と、宇宙における銀河分布

との比較 

図２：左：テレスコープアレイで観測された E>1020eV イベントの分布（白丸）と 2MRS カタログによ

る銀河分布の比較。右：宇宙線を陽子と仮定したとき、銀河分布を起源天体としたときに要求される

宇宙線の平均的曲がり角の推定計算。E>1020 eV では明確な谷が見えず、最高エネルギー宇宙線の陽

子モデルはテレスコープアレイの結果からは支持されない。 


